[image: image1.png]




[image: image1.png]




答　　辞





卒業を迎えていることを思うと、感慨深さもひとしおながら、学生生活を終えることへの寂しさも一層押し寄せます。





琉球大学での学びは実に多岐にわたるもの





　期待と不安を胸に入学した日から今日に至るまで、琉球大学の一員として過ごした


時間は、私たちにかけがえのない学びや経験を与え、数々の素晴らしい出会いをもたらし


ました。一つ一つの出来事が積み重なり、今、





ありがとうございます。ご臨席を賜りましたご来賓の皆様、並びに西田学長をはじめ


諸先生方に、卒業生一同、心より感謝申し


上げます。








寒さも緩み、柔らかな日差しに春を感じる季節となりました。





本日は、私たち卒業生のためにこのように盛大な卒業式を執り行ってくださり、誠に





膨大な知見に加え、次々と更新される最新の理論や技術を目の当たりにし圧倒された


経験は、生涯学び続けることの意義を心に刻みました。また、「病気を見るのではなく人を診る」という言葉に触れ、患者さんの生活





でしたが、私にとって、病院での臨床実習は特に印象深いものでした。臨床実習では、


座学で得た知識が医療現場においてどの


ように活かされるのかを身をもって学ばせていただきました。これまで蓄積されてきた








　振り返れば、六年前の入学式、大城前学長から、「四十～五十年のタイムスパンの中で今を捉える柔軟性をもって生きてもらいたい」


という訓示を賜ったことが思い起こされます。





背景や価値観、そして人生観などにも配慮した医療を追求し続ける貴さを学びました。実際に患者さんと対峙した折には、そのような姿勢を体現することの難しさを感じ、自身の課題を自覚することにつながりました。








見据え、今自分が何をすべきか見極める力がより一層重要となります。本学で培った知識や経験はそうした力の土台となり、どのような未来においても私たちを力強く支えて


くれることでしょう。








在学期にコロナ禍を経験した私たちは、わずか数年の間に社会が大きく変化する様子を


目にしました。社会や自分自身の未来像を描く困難さが増している今だからこそ、時代の


変動に惑わされることなく、長い目で先を








最後になりますが、皆様の益々のご活躍と、琉球大学の輝かしい発展を祈念し、謹んで


答辞とさせていただきます。





学び合った友人、そして今まで見守り育ててくれた家族に、心からの感謝を申し上げ


ます。本当にありがとうございました。














　琉球大学での稔り豊かな時間は多くの方々の支えのもとに叶いました。ご指導


くださった諸先生方、勉学に取り組む環境を


整えてくださった大学職員の皆様、志をともにし
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